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熊本軽便鉄道株式会社　資本金30万円
〈発起人村上一郎（玉名郡花簱村）　ほか10名〉に飽託郡春日町―上益城郡滝川村間
８Ｍ６Ｃ、軌間762㎜に免許状下付

大正8年 1月
増資　資本金150万円
株主462名から1,758名へ
１日平均輸送人員1,000名超える

社名変更　御船鉄道株式会社設立（飽託郡横手村1115番地）
〈1912年11月10日設立〉

変更届　官線連絡のため、軌間762→1067㎜、資本金50万円に増資

熊本市春日町久未―飽託郡春竹村春竹は免許取消申請７Ｍ46Ｃに短縮

6月

1月
鉄道院軽便線宮地線春竹駅連絡申請2月
滝川村―同郡濱町延長線免許下付（大正元年10月御船鉄道発起人申請）

春竹―鯰間開業
鯰―小坂村開業　半年で輸送人員倍増

5月

御船―甲佐間開業4月
社長　大淵龍太郎氏死去　～1925年7月まで社長不在10月
甲佐―原町間工事着手届12月

社名変更　熊延鉄道株式会社
定款変更願　社名変更　熊延鉄道、自動車運輸兼業1月

増資　資本金200万円7月
未成区間のうち原町（砥用）―濱町間は免許失効12月

4月
11月

大正元年

大正2年

1914年 鉄道院宮地線熊本―春竹―肥後大津間開業6月大正3年

1917年

1919年

大正12年1923年

熊延自動車運輸（株）設立、移管
沿線乗合業者を買収へ1月

社長　吉成 孫作氏6月
昭和9年1934年

昭和2年1927年

砂利運搬始まる5月大正6年

1925年 2代目社長　石坂 武彦氏7月大正14年

1931年 本社移転　飽託郡春竹961番地111月昭和6年
1932年 甲佐―砥用間開業12月昭和7年

1947年 三菱重工業熊本工場専用線車輌を占領軍の許可のもと借入れ認可6月昭和22年

1952年 気動車竣功届　ヂハ1037月昭和27年

1956年 増資　資本金3,000万円1月昭和31年

1962年 日中列車の代行バス化11月昭和37年

1959年 蒸気機関車廃止→ディーゼル車へ昭和34年

1935年 砥用・甲佐方面木材・日肥鉱石等貨物増加昭和10年

1938年 鉄道輸送人員１日平均2,500名超昭和13年
1939年 鉄道輸送人員１日平均3,000名超昭和14年

1941年 鉄道輸送人員１日平均5,000名超昭和16年
1942年 鉄道輸送対前期比収入　△48％昭和17年
1946年 終戦後　収入及び輸送人員激増昭和21年

1933年 社長　野添 愛善氏1月昭和8年

1915年 大正4年

前期　鉄道輸送人員１日平均2,000名超
熊延自動車運輸（株）合併

5月
9月1936年 昭和11年

鉄道輸送人員１日平均4,000名超
駅名変更　春竹→南熊本

5月
11月1940年 昭和15年

増資　資本金400万円
田副 清氏死去により　社長　田副 敏郎氏

1月
10月1949年 昭和24年

鉄道廃止
熊本バス株式会社へ社名変更（バスに転換）

3月30日
5月1964年 昭和39年

ディーゼル機関車竣功届、ＤＣ251
鉄道、豊肥線水前寺駅乗り入れ開始（朝夕２回）で利用客増

3月
5月1960年 昭和35年

2月1961年 昭和36年

本社移転　飽託郡春竹村975番地
小坂村―御船（滝川村）間開業3月1916年 大正5年

社長　田村 久八氏
乗合自動車営業認可申請
ガソリン客車１両購入
木材搬出減少　沿線各社自動車値下げのため収益減少
乗合自動車営業開始（6人乗り 9両）（1928年12月認可）
熊本―甲佐―砥用―濱町―馬見原間
社長不在　～1932年まで

10月1928年 昭和3年

中央自動車買収
社長　田副 清氏12月1937年 昭和12年

8月1929年 昭和4年

11月

月 出来事

昭和26年1951年 1月
ディーゼル動車２両購入
気動車竣功届　ヂハ101、102
増資　資本金1,000万円

増資　資本金2,000万円
気動車竣功届　ヂハ201、202

増資　資本金6,000万円
上島・浅井・下早川各駅を委託駅へ

1月

旅客列車気動車化12月29日ダイヤ改正12月
昭和28年1953年

熊延鉄道の沿革


















